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＜病棟連絡事項＞
・なし
＜患者連絡事項＞
・佐々木　紀子様～長男様より架電あり対応している。
コロナワクチン接種に関しては希望され、接種券が届き次第当院へ持参される予定としている。
また、主治医面談希望あり。
次男様、長男様が面談に来られるとの事で、流行地域から来院される方は八戸市に滞在して頂き2週間の期間をあけての来院して頂く事が望ましく、またコロナワクチン接種済みである事と必要時検査も行っていく必要がある事伝えている。「私共の方でもそれは重々承知しておりました」と了承されている。
面談の内容としては主に本人様の病状、診断等の主治医からの説明希望されている。
面談希望日は6/27.28.30を希望されているが、主治医へ確認してから週明け折り返し架電する事としている。
・田村　真紀子様～レンタル車椅子届いている為本人様へお渡ししている。
・前田　拓子様～ケア会議日程調整の為架電している。6/24　16：00に実施する事としている。特別診察室予約済み。
＜要注目患者様ケース検討＞
・小山　仁様～余暇時棟内徘徊され過ごされている。他患者様と適度に交流あり。

日課を足早に行う様子あるが対面時穏やかに対応され、気分変動なく経過されている。
・佐々木　紀子様～妄想に左右された言動なく経過されている。不調の訴えなく過ごされているが、表情活気ない。日課は遅れなく行えている。
・福島　司子様～倦怠感は持続しているが、日課に支障なく取り組まれている。
・田村　真紀子様～他患者様を遠くから呼びつけて車椅子を他患者に押すように依頼する様子あり。都度声掛け行っている。
・成田　富士子様～11：00低血糖症状訴えあり（倦怠感、脱力感）あり。
血糖測定希望有り対応。88mg/dl。黒飴1個摂取して頂いている。11：30　153mg/dl。昼食、インスリン共に拒否されている。
食事、インスリン共に実施する事を前提の血糖コントロールの為実施して頂きたい事伝えるが、頑なに拒否されている。
内服は促しにて服用されている。主治医へ経過報告をし、インスリンスキップにて経過観察指示あり
・續石　啓介様～食事・補食、間食の拒否が続いている。昨日は下剤除剤希望あり引き続き排便状況の観察行い、必要時は適宜下剤の調整行っていきましょう。
・高柳　和子様～他室侵入し盗食行為行っている。患者間のトラブルにならないよう介入しているが、同行為繰り返している。
＜病棟事業＞
・外泊訓練・体験シートについて
外泊訓練予定している患者と共に目標を立て、管理していく表があります。担当が柳田
NS、滝田NSなので適宜不明点確認し、記入や漏れが無いよう各受け持ちで作成していきま
しょう。
・ホワイトボード管理
患者様の予定を記入する際男性患者様は青、女性患者様は赤で記入を徹底していきましょ
う。

＜学術検討＞
・金谷JGM、小沼MNSが主担当で進めて行く予定としています。“ピアサポミーティング”について学術研究実施していく予定としています。
